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全体講評

このコンペには、“ 中心市街地活性化の起爆剤 ” にしたいという市の熱い思いが託され

ている。具体的には、「公会堂」、「市役所」、「広場（一部、屋根付き）」という異なる施

設を複合一体化することで、市民、行政やまちづくり関係者などが日常的に交流し協力

関係をつくる場を実現することである。これを市は、『21 世紀の市民協働型シティホー

ル』と呼んでいる。また、コンペの対象地区は、長岡市中心市街地で JR 長岡駅に近接し、

市の目抜き通りである大手通りに正面を向け、市民にも来訪者にも利用しやすい場所で

ある。現在この場所には、昭和３３年以来長岡市民に親しまれてきた厚生会館があり、

新しい施設にもこの役割を引き継ぐことが期待されている。一方、平成 16 年 10 月に発

生した中越大震災や、このコンペを開始した直後の平成 19 年 7 月に見舞われた中越沖

地震の教訓を踏まえて、避難場所としての機能を備えることも求められている。

このように意欲的なプログラムの実現を求めるコンペに対して、６７者から力のこも

った応募を頂くこととなった。応募された方々に感謝し、御礼を申し上げたい。

このような『21 世紀の市民協働型シティホール』の実現のため、審査委員会は（1）

設計者がコンセプトを十分に理解し、それを実現させる能力を有するかどうか、（2）提

案された厚生会館地区に求められる課題を建築的に創造的に解決しているか、という両

面から、提出された書類と公開ヒアリングと質疑応答内容を厳正、慎重に審査した。そ

の結果、設計予定者として最優秀者に株式会社隈研吾建築都市設計事務所を、次点者に

有限会社澤岡建築都市研究所をそれぞれ長岡市に推薦した。

今後は、本委員会で指摘された以下に記す様々な課題や市民等の意見を踏まえつつ、

市民の皆様から末永く愛され、誇りとされる施設の完成にむけて努力を傾注され、優れ

た手腕を十分に発揮されることを期待する。



－ � －

個別講評

最優秀者

株式会社 隈研吾建築都市設計事務所 	

株式会社隈研吾建築都市設計事務所（意匠設計担当予定者：隈研吾氏）は、表通り

から一皮入った会所地的な敷地でなければできないユニークな公共施設のあり方を提

示し、今後の各地の中心市街地活性化のモデルにもなりうる構想を示した。二次審査

におけるヒアリングでの応答や設計者のこれまでの実績からも、今後の市民との協働

に柔軟に応じられる姿勢を持った設計者であると判断した。

構想提案は、（1）各所に緑や光を取り込みながら、大手通りから奥に自然に導かれ

るよう大きな土間的な空間を中心に据えている、（2）多様な市民活動や行政活動に取

り囲まれた一体感のある空間を実現し、行政と市民との垣根をなくし市民と協働する

時代の「ハレの場」を実現している、（3）「ながおか市民センター」の理念の延長に

ある商業施設に通ずる気安さを備え、多様なイベントを受け入れることのできる広場

を作り上げている。その結果、これまでの行政施設の概念を大きく変え、市民が主体

的に作り上げる場になりうると評価した。このような空間特性は、長岡市の推進する

『まちなか型公共サービスの展開』という、「公と民」が一体となって行うまちづくり

の方針とも合致するとの評価もあった。

ガラスと杉材による市松模様の可動屋根が織り成す内部空間は、魅力的かつ特徴的

であるが、建築費や維持費について懸念が示された。提案の魅力を失わないように注

意しつつも、現実的な解決が必要である。同時に、アリーナと屋根付き広場との視覚

的連続性の確保にむけて、更なる努力が期待される。また、周辺既存建物との関係に

ついても十分留意されて、今後の協議、調整を通じて高いレベルでの解決が期待され

る。
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次点者

有限会社 澤岡建築都市研究所

有限会社澤岡建築都市研究所（意匠設計担当予定者：澤岡清秀氏）は、大手通りか

ら街区の内側に向かって、個性的で多様な公共空間を３次元的に連続させ、人々を誘

い込み、多様な活動の場が緊密に結び合わさる構想を提案した。

このコンセプトと綿密にまとめた手腕が高く評価された。特に、構成する各施設の

配置計画についても、利用者の意向をよく汲み取り、使いやすく堅実でありながらも、

夢のある魅力的な提案である。

また、まちづくり ･ 合意形成の専門家を協力者に組み込む体制についても、市民の

意見などを踏まえながら、設計を円滑に推進していくうえで大きな期待が寄せられた。

最後まで隈研吾建築都市設計事務所案とのあいだで比較検討されたが、最終的には、

本案が長岡市の求める “ 行政と市民との垣根をなくし市民と協働する時代の「ハレの

場」” であるかどうかという点で、最優秀案との間に差が認められた。また、提案建

物と街区周辺既存建物との関係も、大きな懸念材料として指摘された。以上により、

最優秀者として推薦するまでには至らず、次点とした。
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■ 株式会社 現代計画研究所

株式会社現代計画研究所（意匠設計担当予定者：藤本昌也氏）は、大手通りから対象

地区を貫通する「ナカミセ」ストリートを十字に通し、街区周辺建物との間には空地を

巡らし、敷地を田の字に４分割することにより、街区内部に「まち」をつくるような構

想を提案した。

これは、都市建築としての作法を守った提案であるとして高い評価を得た。また、西

側には往時の堀を思わせる水面を計画し、歴史的記憶の継承を試みている。施設内部で

は、「ナカミセ」ストリートの周りに諸室を配置することで、明快な機能的関係を作り上

げ、アリーナを２階に配することで、広々とした地上階を作り出し、市民活動スペース

と市庁舎、屋根付き広場の間におおらかで密接な関係を実現している。

このように優れた提案であるが、２階に配したアリーナへの導入の建築的処理に対す

る疑問、周辺に巡らされた空地と水面を介して見上げる既存建物の裏側の壁面の眺めに

対する疑問を覆すには至らなかった。
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■ 株式会社 岡部憲明アーキテクチャーネットワーク

株式会社岡部憲明アーキテクチャーネットワーク（意匠設計担当予定者：岡部憲明氏）

は、主要施設をひとつにまとめたメイン棟と議会棟との間に、囲まれた広場を配するこ

とにより、市民や行政の創造的な活動が、施設内外で一体的に展開する非常に明快な構

想を提案した。

与条件を踏まえ、綿密に計画を練り上げた論理的な構成手腕が評価されたが、その反面、

整然と過ぎているがゆえに、市民が気軽に集まる場所に行政も同居する「ながおか市民

センター」のような混在性を否定しているのでは、と言う意見が出された。また、市民

活動スペースどうしと広場との繋がりや、この案の特徴となっている屋上の広場の有効

性などの疑問も解消されなかった。
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■ 株式会社 アール・アイ・エー東京支社 

株式会社アール・アイ・エー東京支社（意匠設計担当予定者：仁科和久氏）は、アリ

ーナ下の屋根付き広場と市庁舎の屋上の階段広場を「アゴラ」（古代ギリシャの都市国家

の中心広場）とよぶ階段状広場で連結し、市民と行政を有機的に結び付けようとする構

想を提案した。

大手通からもアリーナのピロティ空間（屋根付き広場）を通して大階段が見え、庁舎

の上層階にまで繋がる空間構成は、明快かつダイナミックであり、ローマのスペイン広

場のような独特な空間になる可能性があると評価された。また、ピロティ周辺に市民ロ

ビー等を配することで、建物内外の活動が密接に関係することも評価された。

しかし、アリーナを上層階に配した結果、アリーナと広場との一体的利用が困難にな

ってしまったことや、近隣建物への配慮の不足、避難動線の不明確さなど、構想が未消

化であることが指摘された。




